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令和５年（２０２３）年３月２１日版

陸軍隈庄飛行場での戦後接収カラースライド写真

１ 概要
□岩波新書より「陸軍隈庄飛行場での戦後接収カラースライド写真」が確認されたので、
その概要を報告する。

□出典 佐藤洋一・衣川太一『占領期 カラー写真を読む ～オキュパイト・ジャパン
の色』 岩波新書 ２０２３

□撮影者 ヘンリー・Ｈ・ソウレン ※軍歴不明
□撮影時期 １９４５～４６年
□撮影状況 「軍務」で撮影とあるが、部隊及び撮影状況は不明。

同一者による写真に「鹿児島湾復員写真」等が撮影されていることから、「１９４
５年９月４日・鹿屋 金浜海岸・高須ビーチ」上陸の海兵隊所属と想定する。

２ 県内接収の状況
□熊本県内での陸海軍飛行場・基地跡で、これまでに米軍による接収状況が判明するも
のは陸軍熊本（健軍）・陸軍菊池・海軍天草飛行場の三箇所である。ここでは、詳細
が判明する健軍飛行場での陸軍四式重爆撃機「飛龍」の接収状況と飛行機焼却状況の
写真を付記する。

□撮影者：米国第２海兵師団ノーマンハッチ少佐の複数撮影班 記銘「Ｏｔｔｏ」氏
□撮影日：１９４５年１０月１４日・２６日・２８日

３ 撮影内容と地点の特定
□写真４－３５には、立位する米兵の傍らに陸軍四式戦闘機「疾風」が３機写っている。
尾翼には斜め線マーキングと数字「７３」等のカラーリングが見えるが、部隊は特定
できなう。背景は飛行場北側の吉野山山系であろう。

□昭和20年７月に策定された「第六航空軍決号作戦大綱」によれば、本県一般飛行部隊
は第十六飛行団（１６ＦＣ）に属し「５１Ｆ、５２Ｆ、５９Ｆ、２４４ Ｆ、６２
Ｆ」の配備を行っている。特攻機は「一式戦×４、四式戦×４、偵察機×２、襲撃機
×１０」の部隊配備を行い、その配当飛行場は「熊本、隈庄、菊池、黒石原、玉名、

写真１：上左 飛行第一七〇戦隊所属「陸軍四式重爆撃機“飛龍”」接収時の機体全景

映像１：上右 同機体の１６㍉カラーによる撮影カット

写真２：下左 廃棄予定機体へガソリンをかける米兵 写真３：下右 飛行場での機体焼却の様子
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山鹿、植木、熊本北、大津」の
９飛行場とされる。また、防衛
庁戦史資料室内の陸軍資料「睦
作命甲第二号 別紙資料 飛行
場配置要図」に飛行場名がある。
「３０ＦＣ」として熊本県内「隈
庄、人吉」と、鹿児島県内「知
覧、萬世、上別府」、宮崎県内
「都城西、都城東、木脇、唐瀬
原、新田原」の南九州グループ
と一体化した事情が見て取れる。
□写真４－３６は、飛龍の天井部
コクピットから、身を乗り出す
「ソーレン」氏とされる人物。
後の飛龍尾翼には「２２９」番
が描かれている。
□写真４－３７は、飛龍の列機で
５機がほぼ一直線に並ぶ。背景
には雁回山系の山裾が見える。
駐機場所は、飛行場中央部の滑
走路脇と想定できる。
□写真４－３８は、解体されバラ
バラになり、主翼が直立した飛
龍機体に焼却のため、火が放た
れた直後の様子である
□写真４－３９は、写真３８同様
に航空機焼却の場面で、左側及
び右側は双発大型機が、中央に
は単発復座の一式高等練習機が
見える。

□熊本県内における、陸軍四式重爆撃機「飛龍」の配備は、
健軍飛行場（飛行第六〇戦隊）と隈庄飛行場（飛行第一一
〇戦）で、尾翼カラーリング等から、写っている機体は
「一一〇戦隊機」と判断できる。

４ まとめ
□オキュパイトジャパン期での「隈庄飛行場での
初めての接収写真」の確認である。

□本スライドは軍務中の撮影ではあるが、オフィ
シャルな米国国立公文書館（ＮＡＲＡ）等の所
蔵ではなく、撮影者個人が所蔵するカラースラ
イド群である。その後、諸経緯のもと日本側で
収集されたものである。今後、同様の資料がイ
ンターネット上で収集されたり、大学図書館等
でのネット公開により、さらに発見・確認され
る可能性は高い。

□なお、本スライドの撮影部隊、日時、状況等は、
継続調査中である。
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左上：同書１１２頁（写真４

－３５・４－３６）

右上：１１３頁（写真４－３

７・４－３８）

下：１１４・１１５頁（写真

４－３９）

『占領期 カラー写真を

読む』より掲載

写真４「ＫＵＭＡＮＯＳＨＯ ＭＡＤ」

米空母ランドルフ（ＣＶ１５）撮影の戦闘報告記

載の空中撮影写真。滑走路は中央部で東西方向、

北側には吉野山、周囲には飛龍用の無蓋掩体壕が

見える。


